
第１期生赴任先 訪問記 
 
サムジャナ サル （住所；Badigyan tole -2 Tansen Palpa、年齢 20歳） 
 
1, 勤務校について 
 
（１）学校名 Shree Primary school 
   地区  Lahare PIpal, Tansen -3   
（２）規模  １年生から 5年生まで 
（３）設備  職員室、共用トイレ、水道、時計、電話、机椅子, 
                           教室（１２） 
（４）学校に通っている子ども数 
     

 男子 女子 
    １年生 10人 10人 
    ２年生 12人 12人 
    ３年生 7人 4人 
    ４年生 6人 6人 
    ５年生 4人 10人 

 
 
（５）途中から来なくなった子ども（その理由） 
   男子 、女子 計 drop out   
   経済的な理由、家事の手伝い、両親の教育に対する理解がない 
（６）（７）教員について 
    男性 1人  女性 3人    合計 4人 
    教員の資格 大学院以上女１名、４年生大学男１名、SLC合格者 女１名、 

10+2 女 1名   
                給与体系   行政（３人） 郡（ 人）村（ 人） NPO １人 
    年代（小学部）4０代（2人）３０代（１人）２０代（1人） 
 
（８）時間割  
    １年生 英語、国語、算数、選択英語、社会、健康、 
    ２年生 PC英語、国語、算数、社会、科学・健康、選択英語、道徳 
    ３年生 PC英語、算数、国語、社会、選択英語、道徳、科学・健康、 
    ４年生 国語、算数、PC英語、選択英語・国語、科学・環境、社会、

造形 
                5年生 PC英語、算数、国語、選択英語、科学・環境、社会、造形、

道徳   
         
（９）教師として直面している問題点等 
  ①指導にきちんと従えない。 



 ②宿題をやってこない児童が多い 
 ③マナーの学習を入れた。よい。 
 ④遅刻が多い(例 ばすを見ていたら遅れた) 
 ⑤制服が夜も昼も着ている。 
 ⑥先生たちがよく相談に乗ってくれる。 
 ⑦親が学校の時間割など分からない。 
 ⑧小さい子どもたちはノート、鉛筆、本を持ってこない子どもが多い、 
  無くしてしまう。 
 ⑨親に経済的な余裕がなく、早朝子どもより先に出てしまう。 
 ⑩お金と政治力のある人は私立に入れている。(ただし、校長の子弟はここ
に入れた) 

 
 ２、地域について 
 （１）地域の実態 
   ① 人口  2332人 
   ②識字率 男子 70％、女子 45％ 
   ③ジャドー Bramhan80％、Dalit8％, Mangar2％, Chhatri10％ 
   ④宗教 Hindu, Christian, Budha 
 （２）未就学児童数   15％から 20％ 
 （３）経済問題、親の教育に対する知識がない。 
 （４）教材や、制服貸与で教育に対する考えを改善できる。 
 （５）教育の大切さを親に話していくことが重要である。 
  
３、「読み聞かせ」ができているか。 
  自分の覚えている物語は話してあげた。 
  パネルシアター、ごろごろをやって ごろごろ先生とあだ名がついた。 
 
  
  


